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2022

5.１
第84号

香川県宇多津町
うたづ議会だより

第１回定例会で「新年度一般会計予算」など審議
町政を問う「宇多津町の未来について」ほか
委員会審議「『古街の家』の今後の運営」など

4

2

13

目標をめざして勇ましく、まっしぐらに突き進むこと

勇  往  邁  進
新年度から始まる皆様のライフステージに『勇往邁進』

ゆう　　　おう　　　まい　　　しん

　
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
、
桜
の

花
は
満
開
を
過
ぎ
、
花
び
ら
が
春
風
に

の
っ
て
水
路
に
は
花
筏
（
は
な
い
か
だ
）

が
で
き
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
情
景

を
見
な
が
ら
「
桜
梅
桃
李
」
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

花
が
、
そ
の
役
割
を
生
か
し
て
精
い
っ

ぱ
い
生
き
て
い
く
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
収
ま
ら
ず
、

「
第
７
波
」
へ
の
懸
念
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
町
民
の
皆

様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

３
月
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
予
算
に

つ
い
て
、
議
論
を
尽
く
し
ま
し
た
。
紙

面
に
は
、
そ
の
一
端
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　    

（
水
本
冨
美
子
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
井
上
　
弘
治

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也
　

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏
　

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

令和４年度　引き上げ分

地方消費税収入の使い道
　地方消費税収入については、社会保障４経費＋他の社会保障施策に充てるもの
とされています。本町の社会保障財源として次の事業に充当させて頂きます。

社会保障制度は、国民の「安心」や生活の
「安定」を支えるセーフティネットです。「社会保
険」、「社会福祉」、「公的扶助」、「保健医療・公衆
衛生」からなり、子どもから子育て世代、お年寄り
まで、全ての人々の生活を生涯にわたって支える
制度です。

４経費とは
①年金　　②医療　　③子育て　　④介護

※国県の財源含む（単位：千円）

事　　業　　名

社会福祉

社会保険

保健衛生

障害者福祉事業
児童福祉事業
国民健康保険事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
健康増進事業
予防接種事業

41,200
82,500
120,648
166,352

52,081
54,374

67,955

585,110合　　　計
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定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

審　議　案　件

議
　
　
　      

案

発
議

同
意

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第１回定例会
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町
政
を
問
う

町政を問う町政を問う

・女性会議の開催を
・オーガニック給食の導入は

・住民健診について
・幼稚園・保育所の今後について

・感染症に対応する業務継続計画の策定は
・ユープラザに図書館協議会の設置を

・町外とつなぐコミュニティバスを
・奨学金返還支援補助の利用状況は

・子宮頸がんワクチンの積極的勧奨再開は
・アピアランスケアに対する補助を

・公衆電話の利用活用を
・自治会の加入状況と促進は

・中期的な財政分析は？

・パートナーシップ制度自治体間協定
・資源ゴミ（ペットボトル等）の価値向上策

井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

・宇多津町の未来について
・町職員のあり方とゼロベース予算に
　ついて

港 　 一 紫

（一般質問の件名）

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
で
開
催
。

　
議
案
22
件
、
人
事
案
件
２
件
、
発
議
２
件
を
審
議
し
た
。
議
論
を
交
わ
し
審
議
し
た
結
果
、
議
案
は

原
案
通
り
可
決
・
同
意
・
採
択
し
た
。

主
な
内
容

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
３
３
０
０
万
円
の
減
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　※

補
正
予
算
と
は
、
当
初
予
算
成
立
後
国
の
補
助
金

　
　
等
の
変
動
や
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
に
予

　
　
算
の
追
加
そ
の
他
の
変
更
を
行
う
こ
と
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算

第
２
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
３
５
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　※

国
保
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る

　
　
医
療
費
軽
減
サ
ー
ビ
ス
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
第
２
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
６
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第10号）

令和３年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和３年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第2号）

令和３年度宇多津町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和３年度宇多津町下水道事業特別会計補正予算（第1号）

令和４年度宇多津町一般会計予算

令和４年度宇多津町国民健康保険特別会計予算

令和４年度宇多津町介護保険特別会計予算

令和４年度宇多津町後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度宇多津町下水道事業特別会計予算

宇多津町個人情報保護条例の一部を改正する条例

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

宇多津町放課後児童育成クラブ条例の一部を改正する条例

宇多津町世代間交流センター条例の一部を改正する条例

宇多津町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町火入れに関する条例の一部を改正する条例

宇多津町消防団条例の一部を改正する条例

宇多津町教育委員会委員の任命（木村　麗子氏）　　　　　

令和２年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）新築
工事請負変更契約の締結

宇多津町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議

　
介
護
積
み
立
て
金
に
９
５
０
０
万
円

　
現
在
の
残
高
３
億
４
０
０
０
万
円
余

　※

介
護
保
険
事
業
の
財
源
不
足
時
に
取
り
崩
し
て
充
当

　
　
す
る
。

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
補
正
予

算
第
１
号

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
４
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

全
会
一
致
で
可
決

　※
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
。
疾
病
予
防
を

　
　
行
う
と
共
に
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
を
目

　
　
的
と
す
る
。

令
和
４
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
予
算
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
（
69
億
５
０
０
０
万
円
）

　※

よ
り
良
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
皆
様
の
納

　
　
め
る
税
金
な
ど
お
金
の
使
い
道
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

　
　
計
画
的
に
役
立
て
る
、
そ
れ
が
予
算
。
な
か
で
も
当

　
　
初
予
算
は
、
最
も
金
額
が
大
き
く
幅
広
い
分
野
を
含

　
　
む
。

宇多津町指定金融機関の指定

町道路線の認定

６項目のまちづくり政策
１　すべての人に優しい健康・福祉のまちづくり

２　安全・安心に暮らせるまちづくり

３　子育て・教育・文化の充実したまちづくり

４　活気・活力・賑わいのあるまちづくり

５　誰もが快適に暮らせるまちづくり

６　みんなで育てる住民目線のまちづくり
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・宇多津町の未来について
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港 　 一 紫
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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
で
開
催
。

　
議
案
22
件
、
人
事
案
件
２
件
、
発
議
２
件
を
審
議
し
た
。
議
論
を
交
わ
し
審
議
し
た
結
果
、
議
案
は

原
案
通
り
可
決
・
同
意
・
採
択
し
た
。

主
な
内
容

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
３
３
０
０
万
円
の
減
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　※

補
正
予
算
と
は
、
当
初
予
算
成
立
後
国
の
補
助
金

　
　
等
の
変
動
や
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
に
予

　
　
算
の
追
加
そ
の
他
の
変
更
を
行
う
こ
と
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算

第
２
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
３
５
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　※

国
保
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る

　
　
医
療
費
軽
減
サ
ー
ビ
ス
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
第
２
号

　
　
　
　
　
　
　 

（
６
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第10号）

令和３年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和３年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第2号）

令和３年度宇多津町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和３年度宇多津町下水道事業特別会計補正予算（第1号）

令和４年度宇多津町一般会計予算

令和４年度宇多津町国民健康保険特別会計予算

令和４年度宇多津町介護保険特別会計予算

令和４年度宇多津町後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度宇多津町下水道事業特別会計予算

宇多津町個人情報保護条例の一部を改正する条例

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

宇多津町放課後児童育成クラブ条例の一部を改正する条例

宇多津町世代間交流センター条例の一部を改正する条例

宇多津町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町火入れに関する条例の一部を改正する条例

宇多津町消防団条例の一部を改正する条例

宇多津町教育委員会委員の任命（木村　麗子氏）　　　　　

令和２年度南部地区子育て支援・交流施設（仮称）新築
工事請負変更契約の締結

宇多津町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議

　
介
護
積
み
立
て
金
に
９
５
０
０
万
円

　
現
在
の
残
高
３
億
４
０
０
０
万
円
余

　※

介
護
保
険
事
業
の
財
源
不
足
時
に
取
り
崩
し
て
充
当

　
　
す
る
。

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
補
正
予

算
第
１
号

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
４
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

全
会
一
致
で
可
決

　※

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
。
疾
病
予
防
を

　
　
行
う
と
共
に
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
を
目

　
　
的
と
す
る
。

令
和
４
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
予
算
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
69
億
５
０
０
０
万
円
）

　※

よ
り
良
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
皆
様
の
納

　
　
め
る
税
金
な
ど
お
金
の
使
い
道
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

　
　
計
画
的
に
役
立
て
る
、
そ
れ
が
予
算
。
な
か
で
も
当

　
　
初
予
算
は
、
最
も
金
額
が
大
き
く
幅
広
い
分
野
を
含

　
　
む
。

宇多津町指定金融機関の指定

町道路線の認定

６項目のまちづくり政策
１　すべての人に優しい健康・福祉のまちづくり

２　安全・安心に暮らせるまちづくり

３　子育て・教育・文化の充実したまちづくり

４　活気・活力・賑わいのあるまちづくり

５　誰もが快適に暮らせるまちづくり

６　みんなで育てる住民目線のまちづくり
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一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

谷
川
町
長

問

要
望

谷
川
町
長

原
岡
教
育
次
長

本
田
危
機
管
理
課
主
幹

木
谷
総
務
課
主
幹

問

木
谷
総
務
課
主
幹

総
務
課
主
幹

　持
続
可
能
で
計
画
的
な
運
営
を
努
め
た
い

　

　
　
働
く
環
境
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
も
大
き
く
関
わ
る
。

職
員
に
と
っ
て
良
い
環
境
づ

く
り
が
で
き
て
い
る
の
か
。

町
行
政
と
し
て
良
い
環
境
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

宇
多
津
町
の
未
来
に
つ
い
て

町
長

　新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
く

　
　
宇
多
津
町
長
と
し
て
宇

多
津
町
の
10
年
後
、
30
年
後
、

50
年
後
は
ど
う
な
っ
て
る
と

お
考
え
か
。
本
質
を
ど
の
よ

う
に
見
て
何
を
守
り
、
何
を

変
え
て
い
き
、
未
来
に
何
を

つ
な
い
で
い
く
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
同

士
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

を
図
り
、
職
場
内
研
修
な
ど

を
通
じ
て
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
る
事
が
重
要
。
職
場

　
　
　
　
　
宇
多
津
町
総
合

計
画
を
策
定
し
、
持
続
可
能

な
自
立
す
る
町
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

事
で
10
年
後
、
30
年
後
、
50

年
後
も
変
わ
る
事
の
な
い
行

政
の
最
大
の
使
命
。

　
　
30
年
後
の
古
町
エ
リ
ア

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
、
想
像
が
あ
れ
ば
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
古
町
エ
リ
ア
は

や
は
り
空
き
家
対
策
が
急
務

で
あ
り
、
南
部
地
区
で
は
宅

環
境
に
つ
い
て
は
不
断
の
見

直
し
を
行
い
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

問

問問

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
公

衆
・
特
設
電
話
の
表
記
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
衆
電
話
の

位
置
・
利
活
用
に
つ
い
て
の

掲
載
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
実
施

し
た
実
態
利
用
調
査
で
、
公

衆
電
話
が
災
害
時
に
最
優
先

電
話
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

や
、
普
段
使
っ
た
こ
と
が
な

い
、
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い

小
学
生
の
約
８
割
、
約
３
割

弱
が
公
衆
電
話
の
存
在
を
知

ら
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
、

認
知
と
利
用
機
会
が
低
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
公
衆
電

公
衆
電
話
の
利
活
用
を

町
職
員
の
あ
り
方
と
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
予
算
や
町
予
算
も

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
予

算
の
見
直
し
と
し
て
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
予
算
を
取
り
入
れ
て
未

来
の
予
算
を
考
え
て
み
て
は
。

　
　
　
何
年
に
一
度
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
考
え
て
み
る
の
も
町

づ
く
り
。
宇
多
津
町
の
未
来
、

町
職
員
、
予
算
、
経
営
で
は

大
切
な
人
、
物
、
金
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
３
つ
を
大
事
に

未
来
へ
つ
な
い
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
総
合
的
に

判
断
し
優
先
度
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
予
算
計
上
し
て
い

る
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
事
業
を
抜
本
的
に
見

直
す
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
な
ど

あ
ら
ゆ
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
は
大
変
重
要
と
認
識
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
健
全

な
財
政
維
持
を
し
つ
つ
持
続

可
能
で
計
画
的
な
運
営
を
努

め
た
い
。

教
育
次
長

　防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
電
話
は
災
害

時
の
家
族
の
安
否
確
認
や
災

害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
に
利
点
が
あ
り
、
防
災

教
育
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
利
用
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
定

の
際
に
マ
ッ
プ
上
に
載
せ
る

準
備
を
し
た
い
。

　
伝
言
サ
ー
ビ
ス
や
、
公
衆

電
話
の
利
用
方
法
、
公
衆
電

話
の
位
置
を
地
図
に
明
記
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
検
討
す
る
。

話
や
特
設
電
話
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
体
験
学
習
を
開
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

動
画
を
児
童
に
見
せ
、
家
庭

で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

話
し
合
う
き
っ
か
け
と
な
る

取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

　
　
昨
今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、

地
域
に
関
わ
る
こ
と
を
避
け

自
治
会
に
加
入
し
な
か
っ
た

り
、
加
入
し
て
い
て
も
、
何

ら
か
の
理
由
で
脱
退
し
た
り

す
る
方
も
い
る
。
こ
の
状
況

が
続
く
と
、
地
域
づ
く
り
に

支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い

か
。
現
在
の
自
治
会
数
・
加

自
治
会
の
加
入
状
況
と
促
進
は

住
民
生
活
課
長

　加
入
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る
促
進
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
数
49
団
体

平
成
29
年
４
月
時
点

８
４
７
５
世
帯
中
２
９
１
９

加
入
世
帯
　
34
・
４
％

入
世
帯
・
加
入
率
の
過
去
５

年
間
の
推
移
、
推
移
に
つ
い

て
の
認
識
と
促
進
へ
の
取
り

組
み
は
。

令
和
３
年

８
７
３
４
世
帯
中
２
５
９
１

加
入
世
帯
　
29
・
７
％

　
推
移
を
み
る
と
、
自
治
会

組
織
の
新
規
設
置
は
な
く
、

加
入
率
も
年
々
低
下
す
る
な

ど
、
深
刻
な
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。
住
民
生
活
課
窓
口

に
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
チ

ラ
シ
を
設
置
し
、
連
合
会
も

加
入
に
力
を
注
ぎ
、
会
長
自

ら
、
新
築
さ
れ
た
人
た
ち
を
、

直
接
訪
問
し
て
加
入
を
促
す

活
動
を
し
て
い
る
。
連
合
会

主
催
の
防
災
訓
練
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
の

中
で
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

結
び
つ
き
の
大
切
さ
や
加
入

の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る
な
ど
、

引
き
続
き
促
進
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

港　一紫　議員
みなと　  かず  し

地
開
拓
が
さ
れ
て
い
る
。
活

気
が
見
込
め
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
時
代
ご

と
に
集
中
し
た
対
応
を
し
て

き
た
。
変
え
る
も
の
と
変
え

な
い
も
の
を
見
極
め
て
新
た

な
挑
戦
を
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問 問

谷
川
町
長

問

要
望

谷
川
町
長

原
岡
教
育
次
長

本
田
危
機
管
理
課
主
幹

木
谷
総
務
課
主
幹

問

木
谷
総
務
課
主
幹

総
務
課
主
幹

　持
続
可
能
で
計
画
的
な
運
営
を
努
め
た
い

　

　
　
働
く
環
境
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
も
大
き
く
関
わ
る
。

職
員
に
と
っ
て
良
い
環
境
づ

く
り
が
で
き
て
い
る
の
か
。

町
行
政
と
し
て
良
い
環
境
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

宇
多
津
町
の
未
来
に
つ
い
て

町
長

　新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
く

　
　
宇
多
津
町
長
と
し
て
宇

多
津
町
の
10
年
後
、
30
年
後
、

50
年
後
は
ど
う
な
っ
て
る
と

お
考
え
か
。
本
質
を
ど
の
よ

う
に
見
て
何
を
守
り
、
何
を

変
え
て
い
き
、
未
来
に
何
を

つ
な
い
で
い
く
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
同

士
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

を
図
り
、
職
場
内
研
修
な
ど

を
通
じ
て
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
る
事
が
重
要
。
職
場

　
　
　
　
　
宇
多
津
町
総
合

計
画
を
策
定
し
、
持
続
可
能

な
自
立
す
る
町
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

事
で
10
年
後
、
30
年
後
、
50

年
後
も
変
わ
る
事
の
な
い
行

政
の
最
大
の
使
命
。

　
　
30
年
後
の
古
町
エ
リ
ア

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
、
想
像
が
あ
れ
ば
お
聞
き

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
古
町
エ
リ
ア
は

や
は
り
空
き
家
対
策
が
急
務

で
あ
り
、
南
部
地
区
で
は
宅

環
境
に
つ
い
て
は
不
断
の
見

直
し
を
行
い
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

問

問問

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
公

衆
・
特
設
電
話
の
表
記
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
衆
電
話
の

位
置
・
利
活
用
に
つ
い
て
の

掲
載
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
実
施

し
た
実
態
利
用
調
査
で
、
公

衆
電
話
が
災
害
時
に
最
優
先

電
話
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

や
、
普
段
使
っ
た
こ
と
が
な

い
、
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い

小
学
生
の
約
８
割
、
約
３
割

弱
が
公
衆
電
話
の
存
在
を
知

ら
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
、

認
知
と
利
用
機
会
が
低
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
公
衆
電

公
衆
電
話
の
利
活
用
を

町
職
員
の
あ
り
方
と
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
予
算
や
町
予
算
も

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
予

算
の
見
直
し
と
し
て
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
予
算
を
取
り
入
れ
て
未

来
の
予
算
を
考
え
て
み
て
は
。

　
　
　
何
年
に
一
度
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
考
え
て
み
る
の
も
町

づ
く
り
。
宇
多
津
町
の
未
来
、

町
職
員
、
予
算
、
経
営
で
は

大
切
な
人
、
物
、
金
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
３
つ
を
大
事
に

未
来
へ
つ
な
い
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
総
合
的
に

判
断
し
優
先
度
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
予
算
計
上
し
て
い

る
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
事
業
を
抜
本
的
に
見

直
す
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
予
算
な
ど

あ
ら
ゆ
る
仕
組
み
を
考
え
る

こ
と
は
大
変
重
要
と
認
識
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
健
全

な
財
政
維
持
を
し
つ
つ
持
続

可
能
で
計
画
的
な
運
営
を
努

め
た
い
。

教
育
次
長

　防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
電
話
は
災
害

時
の
家
族
の
安
否
確
認
や
災

害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
に
利
点
が
あ
り
、
防
災

教
育
の
一
環
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
利
用
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
定

の
際
に
マ
ッ
プ
上
に
載
せ
る

準
備
を
し
た
い
。

　
伝
言
サ
ー
ビ
ス
や
、
公
衆

電
話
の
利
用
方
法
、
公
衆
電

話
の
位
置
を
地
図
に
明
記
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
検
討
す
る
。

話
や
特
設
電
話
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
体
験
学
習
を
開
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

動
画
を
児
童
に
見
せ
、
家
庭

で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

話
し
合
う
き
っ
か
け
と
な
る

取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

　
　
昨
今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、

地
域
に
関
わ
る
こ
と
を
避
け

自
治
会
に
加
入
し
な
か
っ
た

り
、
加
入
し
て
い
て
も
、
何

ら
か
の
理
由
で
脱
退
し
た
り

す
る
方
も
い
る
。
こ
の
状
況

が
続
く
と
、
地
域
づ
く
り
に

支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い

か
。
現
在
の
自
治
会
数
・
加

自
治
会
の
加
入
状
況
と
促
進
は

住
民
生
活
課
長

　加
入
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る
促
進
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
数
49
団
体

平
成
29
年
４
月
時
点

８
４
７
５
世
帯
中
２
９
１
９

加
入
世
帯
　
34
・
４
％

入
世
帯
・
加
入
率
の
過
去
５

年
間
の
推
移
、
推
移
に
つ
い

て
の
認
識
と
促
進
へ
の
取
り

組
み
は
。

令
和
３
年

８
７
３
４
世
帯
中
２
５
９
１

加
入
世
帯
　
29
・
７
％

　
推
移
を
み
る
と
、
自
治
会

組
織
の
新
規
設
置
は
な
く
、

加
入
率
も
年
々
低
下
す
る
な

ど
、
深
刻
な
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。
住
民
生
活
課
窓
口

に
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
チ

ラ
シ
を
設
置
し
、
連
合
会
も

加
入
に
力
を
注
ぎ
、
会
長
自

ら
、
新
築
さ
れ
た
人
た
ち
を
、

直
接
訪
問
し
て
加
入
を
促
す

活
動
を
し
て
い
る
。
連
合
会

主
催
の
防
災
訓
練
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
の

中
で
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

結
び
つ
き
の
大
切
さ
や
加
入

の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る
な
ど
、

引
き
続
き
促
進
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

港　一紫　議員
みなと　  かず  し

地
開
拓
が
さ
れ
て
い
る
。
活

気
が
見
込
め
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
時
代
ご

と
に
集
中
し
た
対
応
を
し
て

き
た
。
変
え
る
も
の
と
変
え

な
い
も
の
を
見
極
め
て
新
た

な
挑
戦
を
し
て
い
く
。
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中
期
的
な
財
政
分
析
は
？

総
務
課
主
幹

　将
来
負
担
比
率
は
減
少
に

　

　
　
昨
年
９
月
議
会
の
決
算

審
査
で
将
来
負
担
比
率
が
マ

イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
将

来
負
担
比
率
は
　
町
全
体
が

抱
え
る
借
金
が
対
象
。
将
来
、

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
を

示
す
指
標
の
１
つ
。
今
後
の

中
期
的
な
見
通
し
を
尋
ね
る
。

　
　
全
国
で
資
金
不
足
比
率

が
悪
化
し
、
厳
し
い
財
政
運

営
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
が

出
て
き
て
い
る
。
資
金
不
足

比
率
の
中
期
的
な
見
通
し
を

お
聞
き
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年

度
決
算
で
は
前
年
度
13
・
３

％
か
ら
13
・
５
ポ
イ
ン
ト
減

の
０
％
以
下
に
な
り
将
来
負

担
す
べ
き
負
債
は
無
く
な
っ

て
い
る
。
中
期
的
に
見
る
と

角
山
ご
み
処
理
施
設
設
備
改

良
事
業
の
地
方
債
償
還
負
担

金
な
ど
に
よ
り
増
加
傾
向
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
比
率

は
下
水
道
事
業
の
特
別
会
計

が
該
当
。
こ
れ
ま
で
黒
字
決

算
の
状
況
で
あ
り
、
今
後
も

地
方
債
残
高
減
少
な
ど
に
よ

り
黒
字
決
算
と
見
込
ん
で
い

る
。

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
町
職
員
の
う
ち
女
性
課

長
は
２
人
に
な
り
、
谷
川
町

長
の
女
性
登
用
の
取
り
組
み

に
は
感
謝
し
て
い
る
。
町
議

会
で
は
３
年
前
か
ら
女
性
議

員
が
２
割
に
な
っ
た
が
、
若

　
　
完
全
な
導
入
で
は
な
く
、

一
品
か
ら
、
月
一
回
か
ら
導

入
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
給

食
委
員
会
の
理
解
の
あ
る
今

こ
そ
、
導
入
す
る
べ
き
で
は
。

女
性
議
会
の
開
催
を

教
育
次
長

　男
女
共
同
参
画
計
画
の
中
で
議
論
す
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
は

教
育
次
長

　導
入
に
は
供
給
量
な
ど
の
問
題
が
あ
る

　
　
少
子
化
傾
向
は
宇
多
津

町
で
も
顕
著
だ
が
、
い
か
に

町
で
子
育
て
を
し
て
も
ら
え

る
の
か
、
さ
ら
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
そ
こ
で
大
切
な
子
ど
も
た

ち
の
身
体
づ
く
り
の
た
め
に
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
昨
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
を

求
め
る
署
名
が
出
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
で
は

①
必
要
な
量
が
安
定
的
に
供

給
で
き
な
い
。

②
価
格
が
高
い
。

③
下
処
理
に
時
間
が
か
か
る
。

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
保
護

者
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
、

十
分
に
時
間
を
か
け
て
検
討

い
方
や
子
育
て
中
の
方
は
ま

だ
ま
だ
政
治
に
対
す
る
関
心

も
薄
く
、
政
治
離
れ
を
大
変

危
惧
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
が
町
で
も
女

性
議
会
の
開
催
を
し
て
は
ど

　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
各
種

委
員
会
で
女
性
の
割
合
を
高

め
る
な
ど
、
来
年
度
更
新
予

定
の
町
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
費
用
負
担
の

こ
と
な
ど
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
趣
旨
も
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。
　

る
と
思
う
が
、
そ
の
後
の
取

り
扱
い
は
。

オーガニック給食とは…有機農作物を
使用した給食のこと。遺伝子組み換え
作物やその加工品も使用しない。

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
署
名
受
領
の
際
に
、
納
入

業
者
を
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
紹

介
い
た
だ
き
た
い
と
伝
え
て

い
る
。

う
か
。
最
近
の
女
性
議
会
で

は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ

か
公
募
の
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
も
入
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
ぜ
ひ
開
催
願
い
た
い
が
。

将来負担比率とは、
　一般会計などの借入金に対して将来
支払っていく可能性のある負担などを
現時点での残高を指標化。将来、財政
を圧迫する可能性の度合いを示す指標。

数値が低いとより健全化
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心

も
薄
く
、
政
治
離
れ
を
大
変

危
惧
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
が
町
で
も
女

性
議
会
の
開
催
を
し
て
は
ど

　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
各
種

委
員
会
で
女
性
の
割
合
を
高

め
る
な
ど
、
来
年
度
更
新
予

定
の
町
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
費
用
負
担
の

こ
と
な
ど
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
趣
旨
も
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。
　

る
と
思
う
が
、
そ
の
後
の
取

り
扱
い
は
。

オーガニック給食とは…有機農作物を
使用した給食のこと。遺伝子組み換え
作物やその加工品も使用しない。

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
署
名
受
領
の
際
に
、
納
入

業
者
を
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
紹

介
い
た
だ
き
た
い
と
伝
え
て

い
る
。

う
か
。
最
近
の
女
性
議
会
で

は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ

か
公
募
の
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
も
入
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
ぜ
ひ
開
催
願
い
た
い
が
。

将来負担比率とは、
　一般会計などの借入金に対して将来
支払っていく可能性のある負担などを
現時点での残高を指標化。将来、財政
を圧迫する可能性の度合いを示す指標。

数値が低いとより健全化
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一
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問

一
般
質
問

原
岡
教
育
次
長

亀
井
副
町
長

問 問

井
原
健
康
増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

　
　
自
治
体
の
機
能
が
停
止

す
る
よ
う
な
リ
ス
ク
は
自
然

災
害
だ
け
で
は
な
い
。
未
だ

収
束
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
感
染

症
も
リ
ス
ク
の
一
つ
で
あ
る
。

執
行
体
制
や
対
応
手
段
な
ど

が
変
わ
り
、
感
染
防
止
策
と

職
員
確
保
策
を
あ
ら
か
じ
め

ユ
ー
プ
ラ
ザ
に
図
書
館
協
議
会
の
設
置
を

教
育
次
長

　現
時
点
で
設
置
す
る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い

感
染
症
に
対
応
す
る
業
務
継
続
計
画
の
策
定
は

危
機
管
理
課
主
幹

　現
在
、
草
案
を
作
成
中
で
あ
る

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

検
討
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
感
染
症
対
応
の
業

務
継
続
計
画
を
策
定
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
準
用
す
る
自
治
体

も
あ
る
。
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川

県
対
処
方
針
や
町
内
の
感
染

　
　
全
国
の
自
治
体
で
は
、

電
子
図
書
館
の
設
置
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
県
内
で
は
、

綾
川
町
、
ま
ん
の
う
町
、
善

通
寺
市
に
設
置
さ
れ
、
３
月

に
高
松
市
が
予
定
し
て
い
る
。

ユ
ー
プ
ラ
ザ
の
図
書
館
に
電

子
図
書
館
を
設
置
す
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
ま
た
、
図
書
館
法
に
「
公

立
図
書
館
に
図
書
館
協
議
会

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
図

書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の

運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問
に

応
ず
る
と
と
も
に
、
図
書
館

の
行
う
図
書
館
奉
仕
に
つ
き
、

館
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

る
機
関
と
す
る
。
」
と
規
定

　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理

の
委
託
料
の
図
書
購
入
費
の

中
で
電
子
書
籍
を
利
用
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
導
入
を
検

討
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え

る
。

状
況
に
即
し
て
対
策
を
講
じ

て
き
た
。
１
月
14
日
付
け
で

総
務
省
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
備
え
た
地
方
公
共
団
体

の
機
能
維
持
及
び
必
要
な
業

務
継
続
に
関
す
る
緊
急
点
検

等
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
文

書
が
発
出
さ
れ
た
。
現
在
、

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
「
一
般
財
団
法
人
宇
多
津

町
振
興
財
団
」
で
は
、
理
事

会
や
評
議
員
会
が
あ
り
、
そ

の
中
で
図
書
館
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
幅
広
い
方
々
か
ら

意
見
を
伺
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

危
機
管
理
課
で
業
務
継
続
計

画
の
草
案
を
作
成
中
で
あ
る
。

出
来
次
第
、
関
係
部
署
と
協

議
を
行
い
、
町
対
策
本
部
会

議
で
承
認
を
得
る
予
定
で
現

在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
令
和
４
年
度
、
住
民
健

診
の
申
込
書
の
が
ん
検
診
の

内
容
の
一
部
変
更
の
告
知
が

あ
り
集
団
健
診
が
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
み
と
な
り
視
触

診
と
超
音
波
を
な
ぜ
急
に
取

り
や
め
た
の
か
、
町
民
の
受

診
率
を
あ
げ
る
た
め
に
努
力

幼
稚
園
・
保
育
所
の
今
後
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長

　町
の
財
政
計
画
を
加
味
し
検
討
し
た
い

住
民
健
診
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課
長

　再
度
検
討
し
た
い

し
て
た
町
が
急
に
方
針
を
変

え
た
の
か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
取
ら
れ
か
ね
な
い
、

再
度
こ
の
診
断
を
追
加
す
る

と
い
う
の
は
可
能
か
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４

年
度
か
ら
、
40
歳
以
上
の
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
両
施
設

を
ど
の
よ
う
に
維
持
運
営
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

児
童
数
の
予
測
や
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
加
え
て
、
町
の
財

　
　
宇
多
津
町
に
は
町
立
の

幼
稚
園
、
保
育
所
が
あ
り
保

育
所
は
築
50
年
幼
稚
園
は
築

48
年
が
経
過
し
て
い
る
、
築

50
年
も
経
て
ば
長
寿
命
化
に

よ
る
建
物
の
存
続
は
無
理
だ

と
思
う
、
こ
れ
か
ら
の
保
育

所
、
幼
稚
園
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
２
０

２
３
年
度
に
子
ど
も
家
庭
庁

の
開
設
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

が
、
宇
多
津
町
も
子
ど
も
家

庭
課
の
開
設
は
考
え
て
い
る

か
。

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
み
の
検

査
に
実
施
内
容
を
変
更
し
て

い
る
。
そ
の
専
門
医
の
確
保

が
容
易
で
な
く
国
の
指
針
に

基
づ
い
た
こ
と
が
今
回
の
変

更
理
由
で
、
今
後
視
触
診
を

再
開
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
、
超
音
波
検
査
は
乳
腺

濃
度
の
高
い
方
は
意
義
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
宇
多
津
町

の
住
民
健
診
の
乳
が
ん
超
音

波
検
査
の
再
会
に
つ
い
て
は

有
識
者
の
意
見
も
聞
き
再
度

検
討
し
て
い
き
た
い
。
　

政
計
画
を
加
味
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
課
一

つ
取
り
出
し
て
も
組
織
全
体

の
機
構
改
革
に
影
響
し
て
く

る
。
県
と
か
市
レ
ベ
ル
な
ら

そ
れ
な
り
の
職
員
数
が
い
る

が
、
宇
多
津
町
の
職
員
数
の

中
で
ど
う
い
っ
た
配
分
が
良

い
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
一

つ
の
課
を
設
置
す
る
と
、
他

課
の
分
掌
事
務
に
も
影
響
す

る
の
で
今
後
の
課
題
に
な
る

と
考
え
る
。

　

さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
協
議

会
を
設
置
し
て
欲
し
い
。
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討
し
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
課
一

つ
取
り
出
し
て
も
組
織
全
体

の
機
構
改
革
に
影
響
し
て
く

る
。
県
と
か
市
レ
ベ
ル
な
ら

そ
れ
な
り
の
職
員
数
が
い
る

が
、
宇
多
津
町
の
職
員
数
の

中
で
ど
う
い
っ
た
配
分
が
良

い
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
一

つ
の
課
を
設
置
す
る
と
、
他

課
の
分
掌
事
務
に
も
影
響
す

る
の
で
今
後
の
課
題
に
な
る

と
考
え
る
。

　

さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
協
議

会
を
設
置
し
て
欲
し
い
。



1011 宇多津町議会だより No.84宇多津町議会だより No.84

一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

問

谷
川
町
長

問

今
井
住
民
生
活
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

問

　
　
新
年
度
か
ら
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
施
行

す
る
と
伺
っ
た
。

　
先
行
自
治
体
の
間
で
は
、

当
事
者
の
転
居
時
に
再
申
請

な
ど
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
、
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
視
野
に

　
　
町
外
で
の
連
携
は
ト
ッ

プ
同
士
の
話
し
合
い
も
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。
両
首
長

で
今
後
に
向
け
て
前
向
き
に

話
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

長
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
広
域
連
携
を
ど
う
考
え

る
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
自
治
体
間
協
定

　
　
　
　
　
本
町
で
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
多

様
性
、
価
値
観
を
認
め
合
い
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
の
理
念
に
基
づ

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　　 か　つ　き

き
、
性
的
少
数
者
の
パ
ー
ト

ナ
ー
関
係
を
尊
重
す
る
た
め
、

４
月
１
日
よ
り
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導

入
す
る
。
制
度
要
件
で
は
、

町
内
在
住
者
で
宣
誓
を
行
っ

た
本
町
住
人
の
み
有
効
で
、

転
出
す
る
場
合
は
、
宣
誓
証

明
書
等
を
返
納
し
、
転
出
先

で
改
め
て
手
続
き
が
必
要
だ
。

県
内
導
入
自
治
体
も
協
定
は

結
ん
で
い
な
い
。
た
だ
当
事

者
の
負
担
を
解
消
す
る
た
め

に
、
転
出
し
て
も
継
続
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
導
入
自
治

体
間
と
連
携
し
、
弾
力
的
な

運
用
が
で
き
る
よ
う
、
協
議

検
討
を
し
た
い
。

　
　
清
涼
飲
料
メ
ー
カ
ー
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
再
生
へ
の
取
組

を
強
化
し
て
い
る
。

　
一
方
、
家
庭
ゴ
ミ
の
処
理

は
自
治
体
独
自
で
処
理
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
メ
ー
カ
ー
は
自
治
体
と

個
別
に
協
定
を
結
び
事
業
を

資
源
ゴ
ミ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
の
価
値
向
上
策

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
様
々
な
製
品
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
、
中

で
も
回
収
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

新
た
な
食
品
用
ボ
ト
ル
に
再

利
用
す
る
こ
と
を
「
ボ
ト
ル

to

ボ
ト
ル
」
と
呼
ぶ
。
２
０

２
０
年
度
に
は
86
・
３
千
ト

ン
が
再
生
さ
れ
、
前
年
度
比

16
・
２
％
増
で
着
実
に
増
加

し
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
増
設
も

計
画
さ
れ
、
更
な
る
伸
び
が

見
込
ま
れ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
話
が

あ
っ
た
場
合
、
関
係
団
体
や

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

素
早
い
検
討
が
で
き
る
よ
う

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　
　
以
前
の
議
会
で
坂
出
や

丸
亀
へ
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
と
い
う
答
弁

が
あ
っ
た
。
現
段
階
で
の
動

向
を
問
う
。

町
外
と
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

ま
ち
づ
く
り
課
長

　よ
り
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
行
が
必
要

　
　
　
　
　
　        

現
在
、

試
行
運
行
が
１
年
６
か
月
経

過
し
た
。
利
便
性
向
上
の
た

め
新
規
停
留
所
設
置
後
は
乗

車
実
績
が
向
上
し
、
初
年
度

に
利
用
機
会
が
減
少
し
た
冬

季
も
今
期
は
維
持
し
て
い
る
。

両
市
ニ
ー
ズ
も
認
識
し
て
い

る
が
、
連
携
は
両
市
と
協
議

が
必
要
。
拙
速
に
進
め
ら
れ

な
い
た
め
、
担
当
部
署
と
各

々
の
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
接

す
る
両
市
の
病
院
へ
の
公
共

交
通
ニ
ー
ズ
は
様
々
な
形
で

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

利
用
頻
度
の
高
い
町
外
の
病

院
は
町
内
の
主
要
病
院
の
３

倍
以
上
で
あ
り
、
約
65
％
の

方
が
町
外
病
院
を
利
用
し
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
継
続
的
に
担
当
部
署
間
、

地
域
公
共
交
通
会
議
で
情
報

共
有
、
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
坂
出
市
、
丸
亀

市
へ
の
通
院
ニ
ー
ズ
は
当
初

か
ら
把
握
し
て
い
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
県
、
広
域

で
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
と

以
前
か
ら
思
っ
て
い
る
。
坂

出
、
丸
亀
両
市
は
町
民
の
生

活
圏
な
の
で
、
単
独
自
治
体

よ
り
は
広
域
で
運
営
し
て
も

ら
い
た
い
。
試
行
運
行
段
階

で
は
町
外
へ
の
乗
り
入
れ
が

難
し
い
と
い
う
定
義
が
あ
る
。

坂
出
市
か
ら
本
町
へ
乗
り
入

れ
の
打
診
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
対
応
を
し
た
い
。

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

　
　
ニ
ー
ズ
が
あ
る
客
観
的

な
理
由
と
し
てR

ES
A

S

と

い
う
国
が
提
供
し
て
い
る
デ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
比

較
的
交
通
弱
者
に
な
り
や
す

い
70
代
、
80
代
に
絞
っ
た
日

中
の
坂
出
市
で
の
滞
在
人
口

は
70
、
80
代
人
口
の
10
時
で

６
％
、
14
時
で
５
％
あ
り
、

何
ら
か
の
理
由
で
町
内
か
ら

坂
出
市
に
滞
在
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
前
の
同
時
期
と
比
較

し
て
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
コ

ロ
ナ
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
、
日
中
ど
う
し
て
も
必
要

な
用
事
で
坂
出
市
に
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
町
民
が
一
定

数
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に

最
も
効
率
よ
く
公
共
交
通
を

通
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

入
れ
て
、
制
度
設
計
に
取
組

ん
で
頂
き
た
い
。

拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　
今
後
、
メ
ー
カ
ー
の
働
き

か
け
が
あ
れ
ば
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
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ど
う
考
え
る
か
。

入
れ
て
、
制
度
設
計
に
取
組

ん
で
頂
き
た
い
。

拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　
今
後
、
メ
ー
カ
ー
の
働
き

か
け
が
あ
れ
ば
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
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般
質
問

井
原
健
康
増
進
課
長

井
原
健
康
増
進
課
長

『下水道の日』の啓発活動
　『下水道の日』の啓発活動どのよう
なものか。
　両小学校の４年生を対象に啓発活
動を行っている。
※「下水道の日」が9月10日と定め
られたのは、下水道の大きな役割の
１つである「雨水の排除」を念頭に
下水道に対する認識を高める。

Q

A A

A

A

A

A

Q

『古街の家』の今後の運営
　『古街の家』の今後の運営につい
て。
　香川県の新型コロナ対策方針や町
内の感染状況に応じて検討する。
　利用料金は、まちづくり拠点施設
としての目的のもと設定している。

地域整備課

まちづくり課

まちづくり課

Q

合同・総務建設・教育民生常任委員会

高額療養費の増額理由
　高額療養費の増額理由は。

　医療の高度化により医療費が高額
化しているため。
※高額療養費制度とは、同一月に高
額な医療費の自己負担が必要となっ
た際に、限度額を超えた分について
払い戻しを受けられる制度です。

Q 二酸化炭素濃度測定器について
　二酸化炭素濃度測定器はどのよう
な機器か。
　教室のCO2濃度がモニターで表示
され部屋の喚起状態の目安となる。
　今回は宇北小学校と中学校に設置。
宇小は設置済み。

健康増進課 教育委員会

Q 公園トイレの改修予定場所は
　公園トイレの改修予定場所はどこ
か。
　ゴリラ公園（宇多津６号公園)、テ
ニス公園の２か所を予定。ゴリラ公
園は解体して新しくする。テニス公
園は内装と外観をリニューアルする。

Q

アロハナイトの開催予定場所は
　アロハナイトの開催予定場所は。

　四国水族館と連携して検討中であ
る。

地域整備課

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

問問 　
　
厚
生
労
働
省
は
、
令
和

４
年
度
よ
り
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
接
種
勧
奨
の
再
開

を
決
定
し
た
。
勧
奨
が
再
開

さ
れ
れ
ば
、
自
治
体
は
対
象

者
に
予
診
票
を
送
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
が
、
本
町
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。
又
、
２

０
１
３
年
６
月
以
降
、
積
極

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
再
開
は

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労

働
省
の
方
針
で
は
「
積
極
的

勧
奨
を
差
し
控
え
る
」
と
さ

れ
て
い
た
が
、
本
町
に
お
い

て
は
、
中
学
１
年
生
に
な
っ

た
方
に
対
し
予
診
票
と
共
に

最
新
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
積
極
的
勧
奨
に
当
た

る
、
個
別
送
付
を
実
施
し
て

き
た
。
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
を
越
え
て
し
ま
っ
た
方
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
、
医

療
機
関
で
の
接
種
体
制
確
保

に
も
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、

国
の
指
針
に
沿
っ
た
対
応
を

し
て
行
く
。

　
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と

は
手
術
や
治
療
が
原
因
で
起

こ
る
、
頭
髪
等
の
脱
毛
や
手

術
の
傷
痕
な
ど
、
外
見
の
変

化
に
起
因
す
る
患
者
の
苦
痛

を
軽
減
す
る
ケ
ア
の
こ
と
。

香
川
県
は
、
新
年
度
予
算
に

「
ガ
ン
患
者
医
療
用
補
正
具

助
成
事
業
」
と
し
て
20
歳
か

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す
る
補
助
を

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

県
内
で
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
対
す
る
助
成
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
は
無
く
、
令
和

的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、

接
種
機
会
を
逃
し
た
女
性
へ

の
対
応
は
。

ら
39
歳
の
若
年
が
ん
患
者
に

対
し
、
補
正
具
の
購
入
費
用

補
助
の
予
算
を
計
上
し
た
。

助
成
対
象
は
、
全
頭
用
ウ
イ

ッ
グ
と
胸
部
補
正
具
に
補
助

率
三
分
の
一
、
上
限
は
補
正

具
の
種
類
ご
と
に
一
万
円
。

一
人
に
つ
き
二
万
円
ま
で
と

し
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
町

民
に
対
応
す
る
た
め
、
県
の

対
象
以
外
の
年
齢
層
ま
で
範

囲
を
広
げ
た
、
町
独
自
の
補

助
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

４
年
度
か
ら
県
が
助
成
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
今
後

実
施
す
る
市
町
が
出
て
く
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
市

町
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。
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5.１
第84号

香川県宇多津町
うたづ議会だより

第１回定例会で「新年度一般会計予算」など審議
町政を問う「宇多津町の未来について」ほか
委員会審議「『古街の家』の今後の運営」など

4

2

13

目標をめざして勇ましく、まっしぐらに突き進むこと

勇  往  邁  進
新年度から始まる皆様のライフステージに『勇往邁進』

ゆう　　　おう　　　まい　　　しん

　
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
、
桜
の

花
は
満
開
を
過
ぎ
、
花
び
ら
が
春
風
に

の
っ
て
水
路
に
は
花
筏
（
は
な
い
か
だ
）

が
で
き
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
情
景

を
見
な
が
ら
「
桜
梅
桃
李
」
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

花
が
、
そ
の
役
割
を
生
か
し
て
精
い
っ

ぱ
い
生
き
て
い
く
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
は
収
ま
ら
ず
、

「
第
７
波
」
へ
の
懸
念
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
町
民
の
皆

様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

３
月
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
予
算
に

つ
い
て
、
議
論
を
尽
く
し
ま
し
た
。
紙

面
に
は
、
そ
の
一
端
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　    

（
水
本
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美
子
）
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隆

令和４年度　引き上げ分

地方消費税収入の使い道
　地方消費税収入については、社会保障４経費＋他の社会保障施策に充てるもの
とされています。本町の社会保障財源として次の事業に充当させて頂きます。

社会保障制度は、国民の「安心」や生活の
「安定」を支えるセーフティネットです。「社会保
険」、「社会福祉」、「公的扶助」、「保健医療・公衆
衛生」からなり、子どもから子育て世代、お年寄り
まで、全ての人々の生活を生涯にわたって支える
制度です。

４経費とは
①年金　　②医療　　③子育て　　④介護

※国県の財源含む（単位：千円）

事　　業　　名

社会福祉

社会保険

保健衛生

障害者福祉事業
児童福祉事業
国民健康保険事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
健康増進事業
予防接種事業

41,200
82,500
120,648
166,352

52,081
54,374

67,955

585,110合　　　計


